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３．中間評価結果 
 

液晶高分子薄膜のナノ構造制御・配向性制御により、イオン分離、水浄化、二次電池電解質応用等

で優れた性能発現の可能性を示した点は高く評価できる。特に、ウイルス除去やイオン濃縮、分離選

別等は、今後、社会実装に展開できるレベルであると考えられる。それらを実現するための材料設計

は、研究代表者がこれまでに深耕してきた科学的なコンセプト、方法論が具体的な展開へ機能するこ

とを示すものであり、科学的に裏打ちされた成果ということができる。 
本研究課題の運営において、分離膜事業を展開している参画企業と密なコミュニケーションがなさ

れており、チーム内の予算配分等の点においても、円滑な研究開発進捗への配慮がなされている。現

実的な社会・産業界からの“needs”に対して、深みを持ったサイエンスがテクノロジーへと発展し

ていく過程を示している状況であると理解しており、その研究過程が質の高い論文誌に多く掲載され

ている点も評価できる。 
今後、いくつかの課題は社会実装に向けた展開が期待され、知財戦略を含め、その方法論について

十分協議し進めていただきたい。特に、イオン分離・濃縮、移動・移送については、今後 21 世紀社

会の“needs”として顕在化していくものと思われ、更なる学術的深耕を期待したい。 
 


